
丸紅洋上風力開発株式会社は、秋田港・能代港における洋上風力発電所の安定的な運営・管理を継続するにあたり、本社・現場の双
方で「安全最優先」を徹底しています。また、全社で展開するこれらのHSE（衛生・安全・環境）活動の内容や、そこから得られた知
見を広く共有することを目的として、定期的に本ニュースレターを発行しています。
親会社である丸紅が出資する「山形県遊佐町沖洋上風力発電事業」においては、当社が開発実務の中核を担い、プロジェクトを推進

しています。秋田・能代で培った経験を活かし、それに続く本事業においても事業計画の初期段階からHSE活動を組み込み、安全な事
業推進の礎を築いています。
第7号となる本号「夏号」では、新緑の季節から、青空が広がる本格的な夏にかけて、現場および本社で実施したHSE活動についてご

紹介いたします。
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当社は秋田港・能代港洋上風力発電所の運営管理会社として、例
年5月26日の「県民防災の日」にあわせて津波避難訓練を実施して
います。本年度は事業スケジュールの都合により6月17日の実施と
なりましたが、引き続きAOW社、ベスタス社、能代市下浜自治会
と合同で訓練を行いました。
今回も日本海での地震発生・津波警報発令を想定し、事務所員、

地元住民が、まずは第1集合場所である下浜自治会集会所前へ避難
しました。同場所からマリンコントロールルームのスタッフが、洋
上風車で作業中の当社・協力会社チームやアクセス船に対して無線
連絡を実施し、安全確保に向けた連携手順を確認しています。
その後、最終避難場所である能代公園のあずま屋で点呼確認と

ともに、東京本社への避難完了を報告し、地域と一体となった実
践的な訓練を無事に終えることができました。

津波避難訓練

北羽新報
2026年6月18日

変電所火災対応訓練
当社では、洋上はもとより、関連施設における安全確保を最優先と

し、緊急時の対応力強化に日々取り組んでいます。その一環として、
2026年6月4日、秋田洋上風力発電株式会社（AOW）および能代山本
広域市町村圏組合消防本部の皆様と合同で、AOW所有の能代変電所に
おける「火災対応合同訓練」を実施しました。
本訓練は、変電所内の設備における火災発生を想定し、実践的な形

式で行われました。火災警報の覚知から、関係各所への緊急連絡、遠
隔操作による電力の遮断、そして現場へ急行したスタッフによる初期
対応と消防隊の誘導に至るまで、一連の初動対応プロセスを本番さな
がらに確認しました。

記事をクリックで拡大表示

北羽新報
2026年6月5日

訓練後の振り返り会では、参加
した消防隊員の方々から「周辺へ
の延焼防止措置」や「大規模火災
を見据えた水利確保の重要性」な
ど、専門的な視点に基づく貴重な
フィードバックをいただきました。

海岸清掃ボランティア 「美しいやまがたの海」クリーンアップ運動
当社は昨年に引き続き、遊佐町主催の海岸清掃ボランティア「美し

いやまがたの海」クリーンアップ運動に参加しました。好天に恵ま
れた早朝より、コンソーシアム各社や地元住民の皆様など総勢約60名
で海岸の清掃を実施しました。今回は、砂浜に残った細かいプラス
チックごみやペットボトルなどを中心に、手作業で丁寧に回収を行っ
ています。 今後も地域の皆様と連携を深めながら、美しい自然環境
の保全と地域貢献活動を継続してまいります。

記事をクリックで拡大表示
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夏のミニHSE研修会

1. 夜の海に幻想的に浮かび上がる風車。ボートランディングライトとIDライ
トが安全な航行を静かに見守ります。2. 青く澄み渡る夏の空と海。背景には、
美しい男鹿半島の稜線が広がっています。3. 上空から望む、能代港のウィン
ドファーム。日没を迎えて美しく移りゆく空のグラデーションに、風車のシ
ルエットが溶け込んでいきます。4. 「港まつり 能代の花火」。地元・下浜自
治会のみなさんを事務所にお招きし、夏の始まりを告げる花火を一緒に鑑賞
しました。

当社では「安全管理」を最重要課題と位置づけ、現場だけでなく日常生活においても一歩進んだ安全意識
（HSEカルチャー）を大切にしています。その一環として、本格的な夏のレジャーシーズンを前に、本社ス
タッフをはじめ、能代からも参加できる「夏のミニHSE研修会」を開催しました。
本研修会では、業務中はもちろんプライベートの安全にも直結する「熱中症」と「落水」にテーマを絞り、

コンパクトな時間で重要なポイントを全社で共有しています。参加者は、日常的な水分補給や正しい体の冷
やし方に加え、水辺の事故を防ぐために、まずは「絶対に落ちない！」という大原則を確認し、万が一に備
えたライフジャケットの着用や緊急時の「119番」「118番」の正しい使い方など、実践的な対応を全社で
共有しています。

国内に先駆けて商業運転を行っている秋田港・能代港の洋
上風力発電設備において、今夏は、海上保安庁第二管区海
上保安本部 仙台航空基地の機動救難士の皆様に能代港へお
越しいただき、設備を実際にご確認いただきました。また、
洋上設備特有の知識が求められる救助活動を見据え、秋田市
消防本部の皆様には秋田港の現場を視察していただき、設備
内部の構造を直接知っていただきました。各視察では、日々
現場に出ている当社の作業員を交えて活発な交流を行い、直
接顔を合わせて情報交換を行う大変有意義な機会となりまし
た。
当社は今後も、定期的な視察や実践的な訓練を通じて関係

機関と緊密に連携し、強固な安全管理体制の構築に努めてま
いります。

秋田市消防本部による現場視察

海上保安庁 第二管区海上保安本部 仙台航空基地による現場視察
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「秋田港をキレイにする会」主催の清掃活動に参加
当社は、秋田市土崎地域を中心に長年ボランティア活動を行って

いる「秋田港をキレイにする会」主催の一斉清掃活動に参加しまし
た。

7月16日、AOWおよび当社の有志メンバーが集合し、秋田運転管
理事務所周辺のクリーンアップを実施しました。早朝はあいにくの
雨模様でしたが、活動時間には晴れ間ものぞき、参加者全員で協力
して無事に清掃を終えることができました。
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記事をクリックで拡大表示

北羽新報
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安全最優先の事業運営を続
ける当社にとって、万が一の
事態に対応するための海上保
安庁や消防などの関係機関と
の連携は欠かせない重要な取
り組みです。
今後、全国で洋上風力発電

の導入が拡大していく中、海
上保安庁では特殊な設備に対
応した新たなレスキュー手法
の確立を進めておられます。
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